
　

栗
山
町
の
森
林
面
積
を
ご
存
じ
で

す
か
？
そ
の
面
積
は
、
国
有
林
、
町

有
林
、
私
有
林
を
合
わ
せ
る
と
約

1
万
５
８
０
ha
あ
り
、
栗
山
町
全
面

積
の
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
日
々
、
目
に
し
て
い
る

町
内
の
山
々
は
そ
の
多
く
が
戦
後
に

植
え
育
て
ら
れ
た
森
林
で
、
今
も
静

か
に
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
多

く
の
森
林
は
伐
採
の
時
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　

森
林
に
は
木
材
生
産
の
ほ
か
、
水

資
源
を
蓄
え
、
育
み
、
守
る
働
き
で

あ
る
水
源
涵
養
や
国
土
の
保
全
な
ど

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
さ
ま
ざ
ま
な
恩

恵
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
森
林
の
役
割
が
、
将
来
に
わ
た

り
健
や
か
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
「
森

林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に

関
す
る
法
律
」
が
平
成
31
年
4
月
に

施
行
さ
れ
、
新
し
い
税
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
は
、
森
林
環
境
譲
与

税
の
制
度
を
活
用
し
て
本
町
が
進
め

る
森
林
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
栗
山
町
の
森

林
と
私
た
ち
の
未
来
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

特
　
集

栗
山
町
を
支
え
る

豊
か
な
森
林
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森
林
の
機
能 

　

森
林
は
、
地
球
温
暖
化
の
緩
和
や

空
気
・
水
を
浄
化
す
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
山
崩
れ
や
急
な
川
の
増
水
を

防
ぐ
な
ど
災
害
を
防
ぐ
力
、
建
築
用

材
や
紙
な
ど
生
活
を
便
利
に
す
る
木

材
生
産
、
森
林
浴
や
登
山
な
ど
の
癒

し
な
ど
、多
く
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
脱
炭
素
社
会
を
目
指
す
現

代
で
は
、
森
林
は
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
る
木
質
資
源
の
生
産
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
が

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
を

は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
と
森
林
な
ど
に
よ
る
吸
収
量
を

差
し
引
い
て
、
実
質
的
に
ゼ
ロ
に
す

る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成

を
掲
げ
て
お
り
、
森
林
へ
の
期
待
は

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

森
林
・
林
業
の
課
題

　

林
業
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
担
い

手
不
足
も
あ
り
、
森
林
の
管
理
が
適

切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
全
国

的
に
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

林
業
は
、
建
物
や
家
具
、
紙
な
ど

の
原
料
と
な
る
木
を
「
植
え
て
、
育

て
て
、
伐
っ
て
（
収
穫
）、
ま
た
植

え
る
」
と
50
年
以
上
の
年
月
を
か
け

繰
り
返
す
産
業
で
す
。

　

木
材
価
格
の
下
落
や
原
材
料
費
の

高
騰
に
よ
り
、
森
林
所
有
者
の
木
材

生
産
意
欲
が
薄
れ
る
、
相
続
な
ど
に

よ
る
代
替
わ
り
で
、
森
林
の
場
所
や

境
界
が
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
「
山

離
れ
」
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

森
林
環
境
譲
与
税

森
林
環
境
税

　

国
に
一
度
集
め
ら
れ
た
森
林
環
境

税
を
も
と
に
、
市
区
町
村
と
都
道
府

県
に
再
配
分
す
る
も
の
が
「
森
林
環

境
譲
与
税
」
で
す
。
切
迫
の
課
題
で

あ
る
森
林
整
備
の
促
進
に
対
応
す
る

た
め
、
森
林
環
境
税
の
課
税
に
先
行

し
て
、
令
和
元
年
度
か
ら
前
倒
し
で

譲
与
さ
れ
、
各
自
治
体
で
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

森
林
環
境
税
と
森
林
環
境
譲
与
税

の
仕
組
み
は
下
図
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

　

国
が
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
創

設
し
た
制
度
が「
森
林
環
境
税
」で
す
。

地
球
温
暖
化
や
災
害
の
防
止
な
ど
を

図
る
た
め
、
森
林
整
備
に
必
要
な
財

源
を
国
民
一
人
ひ
と
り
が
等
し
く
負

担
し
て
森
林
を
支
え
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
均

等
割
と
併
せ
て
、
国
税
と
し
て
年
額

１
０
０
０
円
を
市
町
村
が
徴
収
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

森林環境税（1,000 円 / 年）
※令和 6 年度から

森林環境譲与税

国（交付税および譲与税配付金特別会計）

市町村

納付義務者

都道府県

市町村

※令和元年度から

【総務省のホームページを基に作成】

ドローンで撮影した町有林（森地区）

森林と夕張川（滝下地区）

民有林の伐採現場（御園地区）

市町村への支援

未
来
を
見
据
え
た
森
林
づ
く
り

～
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に
つ
い
て
～
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森
林
環
境
譲
与
税
の

使
い
道

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道
は
、

法
律
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
都
道
府

県
で
は
市
町
村
の
支
援
な
ど
に
、
市

町
村
で
は
、
次
の
４
つ
に
充
て
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備

②
人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保

③
木
材
利
用
の
促
進

④
普
及
啓
発
の
事
業

　

本
町
が
令
和
元
年
度
か
ら
活
用
し

た
森
林
環
境
譲
与
税
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

　

な
お
、
国
が
行
う
森
林
環
境
譲
与

税
の
配
分
は
、
私
有
林
人
工
林
面
積

と
林
業
就
業
者
数
、
人
口
を
基
準
に

割
り
振
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
町
が
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

①
～
④
の
各
事
業
の
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

森
を
守
る
た
め
に
今
で
き
る
こ
と 

―①
森
林
整
備

　

未
整
備
森
林
の
把
握
の
た
め
、
ド

ロ
ー
ン
な
ど
の
購
入
や
現
地
調
査
、

森
林
経
営
に
対
す
る
意
向
調
査
お
よ

び
間
伐
や
下
刈
り
な
ど
の
森
林
整
備

事
業
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
森
林

所
有
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
林
道
の
支
障
木
の
撤
去
や

森
林
整
備
に
必
要
な
森
林
作
業
道
な

ど
の
維
持
管
理
・
補
修
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度
（予定）

森林環境譲与税（収入） 4,580 9,732 9,769 14,626 14,626
森林環境譲与税事業費（支出） 2,169 1,937 5,301 7,922 11,046

内
訳

①森林整備 2,169 1,131 3,811 4,173 5,406
②人材育成・担い手確保 ― 806 30 745 969
③木材の利用促進 ― ― ― ― 1,000
④普及啓発 ― ― 1,460 3,004 3,671

森林環境譲与税基金積立金 2,411 7,795 4,468 6,704 3,580

②
人
材
育
成
・
担
い
手
確
保

　

森
林
づ
く
り
の
サ
イ
ク
ル
「
伐
っ

て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
の
循
環
は
、

林
業
・
木
材
産
業
に
携
わ
る
担
い
手

の
確
保
・
育
成
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。　

　

本
町
で
は
、
町
内
の
林
業
従
業
者

に
対
す
る
労
働
安
全
対
策
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
た
め
の
資
格
取
得
な
ど
の

助
成
、
林
業
事
業
体
へ
の
作
業
量
の

軽
減
に
繋
が
る
資
機
材
の
導
入
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
立
北
の
森
づ
く
り

専
門
学
院
の
林
業
研
修
生
に
対
す
る

支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

③
木
材
利
用
の
促
進

　

こ
れ
ま
で
、
中
央
団
地
や
継
立
団

地
な
ど
町
営
住
宅
の
建
て
替
え
に
、

町
有
林
の
カ
ラ
マ
ツ
を
使
用
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
風
倒
木
や
枝
葉
な
ど

木
材
と
し
て
使
わ
れ
な
い
部
分
で
あ

る
林
地
未
利
用
材
は
山
に
残
さ
れ
た

ま
ま
ゴ
ミ
と
な
り
、
新
た
な
植
栽
の

妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

木
を
余
す
こ
と
な
く
使
い
切
る
た

め
、
薪
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て

の
利
用
に
向
け
、
効
率
的
な
集
荷
や

搬
出
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
普
及
啓
発

　

令
和
３
年
度
よ
り
「
薪
割
り
」
に

よ
る
森
林
環
境
教
育
を
体
験
で
き
る

メ
ニ
ュ
ー
作
り
を
試
験
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

伐
採
跡
地
に
あ
る
林
地
未
利
用
材

を
活
用
し
、
斧
な
ど
で
薪
割
り
す
る

ほ
か
、
割
っ
た
薪
を
燃
料
と
し
た
料

理
作
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
森

林
の
果
た
す
役
割
や
森
林
整
備
の
必

要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

木
育
体
験
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
農
村
交
流
や
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も
繋
が
る
活
動

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【問い合わせ】産業振興課　☎ 73-7515

（単位：千円）

5伐木技術の研修　
6馬搬による薪材の収集　
7栗高生による薪割り体験
8薪で焚き火体験

1間伐前の混み合った森林（桜山地区）
2間伐後の健全な森林（桜山地区）
3補修された森林作業道（本沢地区）　
4ドローンによる倒木調査（桜丘 3 丁目）

1

4 3

2

5

6

8 7

積立金合計：24,958 千円

栗山町森林環境譲与税の使途　

長
い
年
月
を
か
け
、
緑
豊
か
に
育
ま
れ

て
き
た
森
林
は
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
見
守
り
、
共
に
生
き
て
い
く
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
森
林
を
守
り
続
け
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
、

林
業
の
効
率
化
や
安
全
性
の
確
保
の
た
め

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
支
援
、
町
産
木

材
の
活
用
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
に
向
け
た

木
育
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
積
み
立
て
て
き
た
森
林
環
境

譲
与
税
基
金
（
右
表
）
や
森
林
環
境
譲
与

税
に
加
え
て
、
新
た
な
財
源
確
保
に
努
め

な
が
ら
関
係
機
関
、
団
体
の
方
々
と
も
連

携
を
図
り
栗
山
町
の
森
林
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
、
森
林
や
樹
木
に
つ
い

て
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が

「
自
分
た
ち
に
何
が
出
来
る
か
」
を
考
え
、

ま
た
、
所
有
し
て
い
る
森
林
の
活
用
方
法

な
ど
を
家
族
で
話
し
合
う
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

山
や
森
林
に
関
す
る
ご
相
談
は
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

産
業
振
興
課　

☎
�
７
５
１
５

こ
れ
か
ら
の
森
林


